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将来の墓地等に関するアンケート結果について 

 

 

本市では、大庭台墓園立体墓地再整備事業の基本構想策定にあたり、令和２年３月に

墓地に関する市民アンケートを実施しています。しかし近年は、家族観の変化やライフ

スタイルの多様化に伴い、葬送に対する考え方に変化が見られるとともに、墓地需要も

多様化している現状があると捉えています。従いまして、このような社会情勢の変化を

踏まえ、多様化する墓地需要に対応するため、また、今後は中長期的な視点に立った大

庭台墓園全体（墓園管理事務所・市斎場を含む）の整備を進めていく必要があることか

ら、改めて市民の墓地需要の動向に関して、アンケートによる調査を実施いたしました。 

 

実施概要  

１ アンケート対象者 

藤沢市民及び各施設利用者 

（特に次代の墓地所有者となりうる３０～６０代男女を主なターゲット層とする） 

 

２ 回答方法 

（１）電子申請（ｅ－ＫＡＮＡＧＡＷＡ無記名式アンケートフォーム） 

（２）アンケート用紙設置方式 

 

３ 周知方法及び設置場所 

（１） 広報ふじさわ（７月２５日号） 

  実施案内及び回答フォームへ遷移するＱＲコードを掲載 

（２） 藤沢市公式ＬＩＮＥ 

  ７月２２日正午に実施案内及び回答フォームへ遷移するリンク投稿 

（３） 施設周知案内及び設置場所 

  回答用紙及び回収ボックスを設置し、利用者への周知を行った 

  ア 大庭台墓園管理事務所 ロビー 

  イ 藤沢市斎場 エントランス 

  ウ 藤沢聖苑 各控室 

  エ 高齢者支援課所管施設３カ所（湘南なぎさ荘、やすらぎ荘、こぶし荘） 

 

４ 実施期間 

 ２０２５年（令和７年）７月１９日（土）から８月８日（金）まで 

 （電子申請：７月１９日０時から８月８日２３時５９分まで） 

 



 

５ 調査項目分類 

（１）基本情報 

（２）将来について 

（３）市営墓地と関連施設 

 

６ 回答結果 

回答件数 １８６３件（うち電子申請１５４５件、アンケート用紙３１８件） 

 

７ 全設問考察 

 別紙「各設問回答結果に対する考察」のとおり 

 

８ アンケート調査結果を踏まえた今後の方向性 

前回調査（令和２年度）からコロナ禍を挟んで約５年が経過し、社会情勢の変化に伴

い、墓地や葬送に対する考え方には変化が見られています。こうした状況に柔軟に対応

し、市民の墓地需要に継続して応える必要があることから、令和７年度に改めて市民の

墓地需要について調査を実施いたしました。 

今回の調査結果におきましては、従来型の墓地形態に一定のニーズがある一方で、単

身世帯や承継者がいない、若しくは子供や孫に迷惑をかけたくないという管理面におけ

る不安の声を中心に、樹木葬をはじめとする自然葬や合葬墓のような永代供養型の墓地

を希望する声が増えていることが伺えました。 

このことから、令和７年１０月末に竣工した合祀墓は、合葬納骨壇からの改葬用のみ

ならず、運用拡大による直接埋葬の受け入れを図ることで、広く市民のニーズに応える

ことができ、今後多死社会が本格化する中で、重要な位置を占める墓地形態になると思

われます。 

また、新規墓地形態の導入では循環が図れる期限付きの墓地や、ペット墓地等につい

ても比較的関心が高い結果であったことから、市民を中心とした利用者の方が多様な墓

地形態を選択できることがポイントであると考えています。 

こうしたことを踏まえ、市営墓地としての目指すべき方向性を整理し、老朽化の見ら

れる藤沢市斎場、大庭台墓園管理事務所の改修や機能集約を含めた、大庭台墓園全体の

再構築について、中長期的視点に立った取り組みを進めて行く考えです。 
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